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第２章　第３期介護保険事業計画の策定の視点

１．計画策定の視点

(1) 在宅介護の重視

(2) 要介護状態の軽減・悪化の防止

(3) 介護予防・社会参加・健康づくりの重視

(4) 介護サービスの質の確保と向上　

○介護を必要とする状態になっても，できる限り住み慣れた自宅で生活を続けていくことは，多くの
　人々の願いです。　しかしながら，本市においては施設サービス利用者が多く，介護老人福祉施
　設等の入所待機者が多い状況にあり，施設に依存している傾向が見られます。

○こうした施設依存傾向を解消し，住み慣れた地域の中で自立した生活をおくることができるよう，
　本計画策定にあたっては，在宅介護を重視しながら検討を行いました。

○介護サービス利用者にとっては，個々のサービスの質が満足できるものであることが大事です。
　また，要介護の方々の自立支援のためにも，介護サービスの質の確保と向上が必要です。
  本計画策定にあたっては，この点を重視して検討を行いました。

○要介護１の認定者が，認定更新時に維持・改善している割合は７６％です（１６年度数値）。２０年
　度には，要支援者が認定更新時に維持・改善している割合を８４％を目標とします。

○人が人として幸せに生きるためには，要介護状態の軽減・悪化の防止が重要です。本計画にお
　いては，このことを重視しながら検討を行いました。

○本市においては，認定者数が著しい伸びを示しており，高齢者人口に占める認定者の割合も，
　全国平均より多い状況にあります。

○いきがいをもっていきいきと健康に暮らしていくためには，健康づくり・介護予防・社会参加・健康
　づくりの推進が大事です。本計画策定にあたっては，この点を重視して検討を行いました。
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２．平成２６年度における高齢者介護の姿及び目標値

　(1) 平成15年度から平成20年度まで
平成１６年度平成１５年度

地域密着型介護老人福祉施設

平成２０年度

7,434人7,211人6,836人

400人

1,037人

区分

介護老人保健施設

地域密着型介護老人福祉施設

介護老人福祉施設

5,896人5,590人

1,567人

介護療養型医療施設

※介護保険３施設利用者に対する
　　　　　　要介護４以上の者の割合

介護老人福祉施設

※介護保険３施設利用者のうち
　　　　　要介護４及び５の利用者数

11人

397人

1,014人

156人

11人

393人

認知症高齢者ＧＨ

ＧＨ，介護専用の
　　　　　　　　　居住系ｻｰﾋﾞｽ利用者数

平成１９年度平成１８年度平成１７年度

※介護３施設の入所者数

　※介護保険３施設入所者数＋ＧＨ、
　　　介護専用型特定施設の利用者数

要介護２～５の認定者に対する
　※介護保険３施設＋ＧＨ、介護専用
　　　　　　型特定施設の利用者の割合

要介護２～５の認定者数(介護予防後） 5,984人

介護療養型医療施設

介護老人保健施設

1,039人

160人

22人

404人

1,029人

155人

介護予防特定施設入居者生活介護

介護予防認知症対応型共同生活介護

介護専用以外の特定施設

23人

0人

22人

13人

0人

22人

142人

14人

117人

142人

15人

117人

124人

13人

106人

54人

0人

54人

701人592人338人

0人0人地域密着型特定施設

特定施設入所者生活介護（介護専用）

701人

0人

645人

645人592人

0人

497人

497人338人

0人

168人

168人

0人

1,015人

165人

0人

389人

1,046人

165人

0人

389人

36人

165人

0人

365人

1,625人1,592人1,574人1,569人1,600人

68%

639人

2,320人

69%

1,245人

400人

18人

639人

2,302人

70%

1,245人1,245人

400人

18人

1,299人

395人

0人

647人

2,477人

1,376人

395人

0人

1,428人

402人

0人

2,830人

639人

2,410人

639人

2,302人

639人

2,333人

2,748人2,645人

40.6%40.9%42.3%47.3%46.6%47.3%

3,021人2,947人2,894人

　Ⅰ　平成26年度において介護保険施設及び介護専用居住系サービスの利用者数が要介護Ⅱ以上の者の
　　　割合に対して３７％以下とする。

　Ⅱ　平成26年度において介護保険施設入所者は要介護２以上，そのうち要介護4以上の者の割合を７０％
　　　以上とする。

　Ⅲ　多様な住まいの普及を推進する。
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　(2) 平成21年度から平成26年度まで

441人

1,055人

187人

22人

449人

1,054人

183人

22人

1,045人

164人

22人

1,050人

171人

22人

0人

701人

701人

0人

142人

14人

117人

142人

14人

117人

142人

12人

117人

142人

14人

117人

142人

12人

117人

142人

12人

117人

701人

701人

0人

701人

701人

0人

701人

701人

0人

701人

701人

0人

701人

701人

412人

1,048人

168人

22人

418人 427人

1,051人

177人

22人

434人

71%71%

1,713人1,700人1,684人1,670人1,656人1,643人

74%73%73%72%

2,320人

1,245人

400人

36人

639人

2,320人2,320人2,320人

1,245人

400人

36人

639人

2,320人

1,245人

400人

36人

639人

1,245人

400人

36人

639人

2,320人

1,245人

400人

36人

639人

1,245人

400人

36人

639人

40.6%

3,021人3,021人3,021人3,021人3,021人 3,021人

平成23年度

7,833人

平成22年度平成21年度

7,434人

平成26年度

8,714人

平成25年度

8,443人

平成24年度

介護専用以外の特定施設

介護予防認知症対応型共同生活介護

介護予防特定施設入居者生活介護

9,002人8,133人

33.6%34.7%35.8%37.1%38.6%

ＧＨ，介護専用の
　　　　　　　　居住系ｻｰﾋﾞｽ利用者数

認知症高齢者ＧＨ

特定施設入所者生活介護（介護専用）

地域密着型特定施設

区分

要介護２～５の認定者数(介護予防後）

　要介護２～５の認定者に対する
　※介護保険３施設＋ＧＨ、介護専用
　　　　　　型特定施設の利用者の割合

　※介護保険３施設入所者数＋ＧＨ、
　　　介護専用型特定施設の利用者数

※介護３施設の入所者数

介護老人福祉施設

地域密着型介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護療養型医療施設

※介護保険３施設利用者に対する
　　　　　　要介護４以上の者の割合

地域密着型介護老人福祉施設

介護老人保健施設

※介護保険３施設利用者のうち
　　　　要介護４及び５の利用者数

介護老人福祉施設
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